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▲雪と朝もやに包まれた新川の遊歩道（１月23日に村上橋付近で撮影。奥は東葉高速鉄道の高架橋）

今号の紙面から
◆福祉総合相談室でお困りのこと
　相談してください………………２
◆「ガキ大将の森」キャンプ場
　３月１日㈭から受け付け………３
◆広報やちよ青少年版
　「私の学校ここが自慢！」…４・５

八
千
代
の
豊
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な
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と
の
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ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
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が
創
り
だ
し
た
幻
想
的
な
空
間

2018年（平成30年）

●八千代の人口　19万7,672人（＋104人）　男 9万7,856人（＋34人）　女 9万9,816人（＋70人）●八千代の世帯　8万7,116世帯（＋83世帯）29年12月末現在。（ ）内は前月比

NO.1200 2 15月 日号

３
月
18
日
㈰
や
ち
よ
い
ち
ご
＆
ミ
ル
ク
祭
り

八
千
代
台
駅
西
口
・
北
本
通
り
で

「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ 

春
の
本
祭
り
」開
催

　
　
認
可
保
育
所
を
設
置
・
運
営
す
る
事
業
者

　
収
穫
期
の
い
ち
ご
や
市
の
特
産
・
牛
乳
を
味
わ
い
、
楽
し
め
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
▼
日
時　
３
月
18
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　
▼
場
所　
農
業
交
流

セ
ン
タ
ー
、
市
内
観
光
い
ち
ご
園　
▼
内
容　
①
市
内
観
光
い
ち
ご
園
入

園
料
の
割
引
券
配
布　
②
農
産
物
や
加
工
品
の
直
売（
野
菜
・
乳
製
品
な

ど
）　
③
バ
タ
ー
作
り（
参
加
費
２
０
０
円
）　
④
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
作
り（
参

加
費
３
０
０
円
）　
⑤
模
擬
搾
乳
体
験　
⑥
産
業
用
ド
ロ
ー
ン（
㈱
ス
カ
イ

テ
ッ
ク
）の
飛
行
・
展
示　
⑦
木
の
実
を
使
っ
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り（
オ
ー

エ
ン
ス
八
千
代
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　
⑧
源

右
衛
門
鍋
で
作
る
も
ち
豚
炙あ

ぶ
り
チ
ャ
ー
シ
ュ

ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
と
ん
汁
や
成
田
ゆ
め
牧
場

な
ど
の
飲
食
物
販
売
コ
ー
ナ
ー　
⑨
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ　

当
日
直
接
会
場
へ
。
割
引
券
や
農
産
物
な
ど

は
な
く
な
り
次
第
終
了　
▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
（
４
０
６
）４
７
７
８

　
（
農
政
課
）

　
１
番
人
気
は
市
内
最
大
の
本
の
交
換
市
。
本
を
３
冊
持
っ
て
く
る
と
好

き
な
１
冊
と
交
換
で
き
ま
す
。
歩
行
者
天
国
で
の
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
お
い
し
い
食
べ
物
・
す
て
き
な
雑

貨
屋
さ
ん
も
多
数
出
店
。本
の
寄
付
も
募
っ

て
い
ま
す
。
八
千
代
台
自
治
会
館
、
八
千

代
台
公
民
館
な
ど
の
ブ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
雨
天
中
止
。

　
▼
日
時　
３
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　
▼
問
い
合
わ
せ　
八
千
代
台
ま

ち
づ
く
り
合
同
会
社
（
４
０
１
）６
４
１
９　
　
　
　
　

  

　
　
　

 

（
都
市
計
画
課
）

　
本
市
の
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、
31
年
４
月
１
日
に
開
所
す
る
認

可
保
育
所
の
設
置
・
運
営
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
要
件
な
ど
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
子
育
て
支
援
課
）

　記録的な寒さが続くこの冬。市内でも１月22日には大雪警報が発令されました。夜
中まで降り続いた雪は10㎝ほど積もり、翌朝はいつも目にする風景とは一変。
駅前にはバスを待つ長い列ができ、学校や職場へ向かう人も慣れない雪道に恐る
恐る慎重な足取りに。めったにない自然の贈り物に思わずスマートフォンを向け
る人や、親子で雪遊びをする姿も見られました。新川沿いの桜並木は真っ白に雪
化粧し、川面には濃いもやが立ち込め幻想的な空間に。積もった雪は23日の日中
でほとんど溶けいつもどおりの風景に戻りました。つかの間でしたが豊かな自然
と雪が創り出した雪景色は、八千代の新たな魅力を感じさせてくれました。


